
ギャラリースペース誕生
　嘉永４年に創業し、160年以上の歴史を重ねる
角館の「藤木伝四郎商店」。樺細工の製造・販売元
として地場産業を守り、受け継いできた。
　4月1日、同社の歴史に新たな1歩が刻まれた。昨
年11月からリニューアルのため休業していた本店が、
晴れてオープンの日を迎えたのである。新たにギャ
ラリースペースが設けられ、樺細工のみならず、“も
のづくり”の匠の技や名品を紹介。第一弾は、湯沢
市の川連漆器。今後は定期的に様々なジャンルの
名工、現代作家の作品を紹介する。

世界のトップブランドも注目　
　ギャラリーの奥に続く江戸時代建造の内蔵も見
逃せない。藤木伝四郎商店が誇る伝統の技、現代

伝統工芸・樺細工の魅力を
世界中に発信し続ける藤木伝四郎商店。
本店がリニューアルオープン。
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の暮らしに合わせたデザインやシーンの提案など、
樺細工の魅力をあますことなく堪能できる。
　平成22年にオリジナルブランド「角館 伝四郎」
を発表し、現代の暮らしの中で求められる樺細工
の形やデザインを積極的に追求している同社。伝
統の技術や工法を頑なに守りつつ、これからの樺
細工はどうあるべきか、模索と挑戦を続けている。
　そうして生み出される商品の数々は、国内外で高
く評価され、今や全国の百貨店やセレクトショップ、

「クリスチャン・ディオール」、「ポール・スミス」など、
海外の名だたる店舗でも販売されている。

よろずに相談し、原価管理に着手
　国内外でファンを獲得する一方、新たな課題も
抱えていた。「1つ1つ手作業で作るため、生産が
追いつかず、お客様をお待たせしてしまうことが
あった。解決には生産体制の強化が必要だった」
と営業部長の橋本芽衣さん。そこで、当センター
のよろず支援拠点に相談し、今まで手つかずだっ
た工場の原価管理を行なった。これまで材料の扱
いや生産現場の管理は、職人の経験や勘まかせ
だった。原価から見直し、しっかり生産状況を把
握することで、コストや作業時間の無駄の削減を
実現させている。
　同社では大切に守る教えがある。それは「品を
磨き、信頼を磨く」という初代伝四郎の言葉。この
教えを見つめ直し、現代の樺細工のあり方を問う
たのが昨年急逝した六代目だった。歴代の思いは
確かに受け継がれ、伝統に新たな息吹を吹き込ん
でいる。
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“洗車”に特化した専門店
　秋田市広面で洗車・磨き・コーティングの専門店

「ビユーティフルカーズ」を営む「ホワイトシード」。
洗車・磨き・コーティングに特化した専門店は、県
内では稀有な存在だ。
　ポリシーは「『美しいクルマと共に暮らす。』喜び
をお届けすること」。技術・実績の確かなプロが施
工を行うことはもちろん、お客様が正しく洗車でき
るようにサポートにも力を入れている。村上篤社長
は「間違った方法で愛車のお手入れをしている人が
多いことに気がついた。正しいお手入れ方法を普及
させたいと思った」と起業の理由を語る。
　 村上社長は自動車業界で20年の経験を積み、老
舗専門店で洗車・磨きの技術を習得。さらに独自に
研究を重ね、ホワイトシードを設立したのが2012年。

無数の傷に覆われた車でも、
息を呑むような、つややかな輝きに。
愛車を美しく変身させる専門店がある。

昨年には屋内洗車場を備えた新店舗が完成した。

新車以上の輝きに
　「車のボディは硬く丈夫だと思われがちだが、実際
は非常にデリケート。普通に洗車をしてしまうと、無数
の細かな傷がつく。他にも水道水に含まれるミネラル
分が付着する水ジミなど、洗車やお手入れの方法を間
違うとあっという間に傷だらけ、汚れだらけになってし
まう」。ゴシゴシと塗装面をこする洗車はNG。晴れた
日の洗車も水ジミの原因になるので避けたほうがいい
という。また、「『何年か乗ったら塗装面の細かな傷は、
当然ついてしまうもの』とか『数年経てば新車の輝き
は戻らない』と諦めている人が多いが、これも誤解。
我々の技術で洗車すれば、何年でも新車の美しさを
保てるし、傷んでしまった車でも磨けば新車以上の輝
きがよみがえる。正しい洗車は力を入れない優しい洗
車なので、結果的にお手入れも楽になる」と胸を張る。

オリジナル「洗車用純水器」を開発
　ビューティフルカーズでは、水道水による水ジミを
防ぐため、ミネラル分を除去した純水で洗車を行う。
そして、お客様が家庭でも純水で洗車ができるよう
に、オリジナルの洗車用純水器を開発。当センター
の知財・デザイン担当アドバイザーのサポートのも
とで試作を重ね、実用新案も取得した。現在はテス
ト販売中だが、今後は製造を外注して増産し、店頭
やインターネットで販売する。「美しいクルマと共に
暮らす。」喜びを届けるために情熱を注ぐ村上社長。
このビジネスを軌道に乗せ、「雇用を増やし、地元
秋田を元気にしたい」と夢を語る。

株 式会社 ホワイトシード
（ビューティフルカーズ）

センター活用事例 [ c a s e 1 ]
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[本　 　店] 秋田県仙北市角館町下新町45 / Tel.0187-54-1151
[営業時間] 10:00～17:00
[ 定 休 日] 水曜日

株式会社 ホワイトシード （ビューティフルカーズ）

セ ン タ ー 活 用 事 例 [ c a s e 2 ]

秋田県秋田市広面字土手下13-4 / Tel.018-874-9486
[営業時間] 10:00-19:00 
[ 定 休 日] 月曜日、第2・第4日曜日 

「ギャラリーを設
けることで、一度
のみならず何度
もお越しいただ
ける店舗にした
い」と橋本さん。

秋 田 県よろず 支 援 拠 点
秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、
売上拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応
します。コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解
決方法を提案します。

事業概要

あきた企業活性化センター 秋田県よろず支援拠点
TEL 018-860-5605

お問い
合わせ

知 財 総 合支 援 窓口
特許・商標等の出願やライセンス契約、知財紛争など、
知的財産に関する悩みや課題の解決を支援します。

産業デザイン、製品開発、マーケティング等についての
専門的な助言やデザイナーとのマッチング、コーディ
ネートを行います。

事業概要１

産 業デザインに関する助言事業概要２

オリジナルの洗車用
純水器。形状、コスト、使
い勝手など様々なことに
配慮し、1年以上かけて
納得のいく形に仕上げた。

車の塗装面。左は水
道水の水ジミが付着し
た状態。右は、純水を使
用する同社の洗車後。
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「当店で洗車を受
けて、お客様が
感激して喜んでく
れている様子を
見るとうれしい」
と村上篤社長。

リニューアル後の本
店外観。玄関を入ってす
ぐギャラリースペースが
広がっている。

店舗奥の内蔵では、
歴代の名工の作から現
代の暮らしに合わせた
商品まで多数の樺細工
を展示販売。
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あきた企業活性化センター 総務相談グループ
知財・デザインセンター担当

TEL 018-860-5614
お問い
合わせ
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